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 要 旨 

 

目的： 

最近の日本全国代表標本を用い、過剰な飲酒と適度な飲酒行動をもたらす予測因子を調査した。 

 

方法： 

2013年の国民生活基礎調査の匿名化されたデータ 11,721名を対象者とし、過剰飲酒と適度な飲

酒をする人の予測因子を解析した。年齢、婚姻状況、住居環境、教育水準、世帯収入、喫煙の有

無、雇用形態を説明変数とし、過剰に飲酒する人と飲酒しない人、また適度に飲酒する人と飲酒

しない人について多項ロジスティック回帰を行った。 

 

結果： 

男性では高校へ進学しなかった者が、女性では高校卒業程度の者が、短期大学・大学卒業者の者

と比べて過剰飲酒と有意に正の関連を示した（男性:調整オッズ比 1.37[95%信頼区画:1.01,1.86]、

女性:1.64[1.02,2.64])。また喫煙者も喫煙していない者と比べて男女ともに過剰飲酒と有意な正

の関連を示した（男性:2.44[2.03,2.94]、女性:5.22[3.56,7.66])。さらに、男性では 1人暮らしであ

ること、女性では 1,000名以上の大企業に務めることが過剰飲酒と正の関連があることも明らか

となった。 

 

結論： 

男女ともに教育水準が低いこと、喫煙していることが過剰に飲酒することと正の関連があること

が明らかとなった。これらの原因の一つにはヘルスリテラシーの低さが考えられる。また、1 人

暮らしの男性や機会飲酒の多い大企業に務める女性は過剰飲酒と正の関連が示された。そのた

め、公衆衛生学的観点からの過剰飲酒への予防対策は、これらの高リスク集団に対して行う必要

がある。 

 


